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研究課題名「大規模保険者データベースを用いた、多職種による腎代替療法選

択指導の効果検証」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

本研究では、DeSCヘルスケア株式会社が 2014年 4月から 2025年 5月の間に保険者（組合

健保、国民健康保険組合、後期高齢者医療制度）から医療情報を収集し、構築したデータ

ベースに登録されている方を対象とします。この医療情報は非識別化の処理をした状態で

DeSCヘルスケア株式会社から名古屋大学に提供されます。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

わが国では慢性腎臓病（CKD）患者さんが成人の 5 人に 1 人を占めており、年間 4 万人近

くの方が腎代替療法（RRT）の必要な状態に至っています。RRT には血液透析・腹膜透

析・腎移植の 3 種類がありますが、多くの患者さんが治療法やその後の生活に関する十分

な説明・相談の機会を得られないまま治療を開始されているのが現状でした。しかし、

2020 年 4 月からは多職種（医師、看護師、腎臓病療養指導士など）による RRT 選択指導

を保険診療の範囲内で実施できるようになり、患者さんの社会的背景（生活環境、仕事な

ど）や人生観を大切にしながら RRT の選択を進められる環境が少しずつ整ってきていま

す。本研究では、2020 年 4 月以降の RRT 選択指導の実態や、指導対象となった方（CKD

ステージ G4～5）のその後の経過についての調査を行い、RRT 選択指導のもたらす効果

について検証します。 

 

研究方法： 

健康診断時の血液検査結果から、CKD ステージ G4～5 に該当する方を抽出し、RRT 指導

実施の有無と、実際に選択された治療法（血液透析、腹膜透析、腎移植）の関連について

統計学的に評価します。また、RRT 選択指導の回数や初回指導時の腎機能などについても

調査を行います。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦） 2029 年 3 月 31 日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

試料：なし 



 

 

 

情報：検査結果(血液、尿など)、診断病名、処方、処置（透析または腎移植）、入院の記

録、 等 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で研 

究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

 

  連絡先： 

名古屋大学大学院医学系研究科臨床研究教育学講座 講師 今泉 貴弘 

〒466-8550 名古屋市昭和区鶴舞町 65 

医系研究棟 3 号館 6 階 617 号室 

Tel：（052）744-2548 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科病態内科学講座腎臓内科学 教授 丸山 彰一 


